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 1） 『新しき土 / サムライの娘』――映画と文化交流―― in:『獨協大学ドイツ学研究』




波書店 1986 年　163 頁）。ドイツから編集専門家を連れてきてたファンクの独裁的
な編集ぶりについては、編集助手だった岸富美子の証言がある（「編集者の思い出」
in:『新しき土』キネマ旬報社 2012 年　30-33 頁）
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ものとなっている。たとえば、映画の中の歌を作詞した北原白秋は Hakuschu 
Tikahara（T と K が逆）、また西条八十は Vaso Saijo （Y を V と読み違え）
と表記されている。出演者に関しても、輝男の下の妹を演じる村田かな江が
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　ファンクも、この流れに乗るべくグリーンランドで初めてトーキー映画




して知られる Friedrich Wolf が脚本作成に協力したことが大きかったようだ。
しかし、ヴォルフはユダヤ人であり共産党員でもあったために、1933 年 1 月
にナチが権力を掌握するとソ連に亡命する5）。着々とドイツのナチ化を進めて


















 5） 戦後は東ドイツに戻り、東の唯一の映画組織 DEFA（ドイツ映画株式会社）の設






























 8） Gunther Haarstark: „Dramatische Berge. Der Filmregisseur Dr. Arnold Fanck“ 
Frankfurt/M., Magisterarbeit, 1990.






















































10） 「外国を輸入する楽しさ」in:『キネマ旬報』昭和 36 年 5 月号別冊、36 頁。


















































































































































レッタ映画にあってはマリカ・レック（Marika Rökk） がその代表格で、30 年
代だけでも 15 本ほどのオペレッタ映画に主演したスターだった。それ以上に
観客に好まれたミュージカル風の映画では、20 年代から活躍していたリリア




る『会議は踊る』（1931 年）は、川喜多夫妻の東和商事が 1934 年に日本に輸入
し、この年のキネマ旬報の外国映画ベスト 2 位に選ばれている。
　もう少し音楽に触れるならば、ファンク版『新しき土』の音楽を担当した山
田耕筰は、三菱の岩崎小弥太の援助で 1910 年から 3 年間ベルリンに留学して
いた。その頃のオペレッタ（舞台）は「銀の時代」と呼ばれる第 2 最盛期にあ
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り、ベルリンはウィーンとならんでドイツ語圏オペレッタの舞台の中心だっ
た。ベルリン・オペレッタを代表するジーン・ギルバート（Jean Gilbert）は、






































































































































14） Eberhard Friese: „Das Japaninstitut in Berlin (1926-1945) Bemerkungen zu seiner 























フ監督 1933 年）に始まり、『ユダヤ人ジュース』（ファーラン監督 1940 年）な
どのユダヤ人排斥映画、『故郷帰還』（仮訳。原題は „Heimkehr“。ウチツキー
監督 1941 年）のような潜在的敵国人によるドイツ人虐待を描いた扇動映画、
15） 私家版 95 頁。なお、Abegg はこの年、“Yamato. Der Sendungsglaube des japani-
schen Volkes” を出版している（Frankfurt/M. Societäts-Verlag)。
























































































































































































































































































らない火山のように激しい気性が隠れている」 （„Es schlummert in diesen klei-
nen japanischen Frauen das gleiche vulkanische Temperament wie in den 
Männern des vulkanischen Landes“）。この映画の冒頭で紹介される火山は、
ここで初めてストーリーと絡んでくる。この火山の比喩は、別の面からも注目
に値する。ファンクが川喜多から打診を受けたのは 1935 年の夏だが、その 10
年前にアメリカのベストセラーで使われた表現とそっくりなのだ。作者は杉本
鉞子、本のタイトルは “A daughter of  the Samurai”。アメリカで初めての日
本人の手になるベストセラーである。Richard Küas によるこの本のドイツ語
訳 „Eine Tochter der Samurai“ が Krüger Verlag から出たのは、まさにこの
1935 年である。この中で作者の分身の日本人女性が „obwohl unsere Frauen 
als sanft und demütig dargestellt werden, und obwohl japanische Männer dem 




































24） 原文はドイツ語で、„Wenn Du heute hier eingetroffen bist und mich nicht auftriffst, 
wirst Du das später einmal als richtig erkennen.“　
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施行され、瀬戸内海、雲仙天草、霧島錦江湾の 3 箇所が指定を受けている。さ
らに同年のうちに、阿寒、大雪、日光、中部山岳、阿蘇がくわわる。そして







いたのも不思議ではない。これにくわえて、1933 年の 1 月と 2 月に、東京の
女学校の生徒が三原山の火口に投身自殺をするという事件が起きている。地元
大島町の公式サイトには「実践女学校生が 1 月と 2 月に相次ぎ三原山火口に投
身自殺。2 件に同じ同級生が立会ったことでセンセーショナルに報道され、こ


















年あまり前にすぎないし、1933 年の昭和三陸地震でもやはり 3 千人以上が犠













































辞世の歌が差し挟まれる。„Es fallen die zarten Blüten/ Der Kirsche schwe-
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会はほとんどなかったから、その平均的な日本のイメージに配慮して映画を
撮っている。これにくわえて、ドイツ側の資金提供者であるゲッベルスの意を
汲んで、ドイツの同盟国となる日本と日本人のポジティブな紹介に努めてい
る。その際に、今なおステレオタイプとなっている「（超）近代と伝統が併存
する国」という図式に留まりながら、ほとんど知られていなかった対象（薙刀
や相撲）を付け加え、当時のドイツの一般的な日本観に小さな修正も試みてい
る。そうした意識的な部分に加え、ファンクにも内在化し共有されていた「血
と地」のイデオロギーも反映されている。またドイツには見られない火山や地
震のような自然現象も、社会現象ないし日本人の心性として、日本文化と関連
づけてストーリーに取り込まれている。当時の色濃いナチ的な要素がこの映画
の随所に現れていることは別として、映画という媒体の特性ゆえに、書物や写
真でしか知らなかった対象が、それまでとは異なる次元の生き生きとした姿で
描かれていることだけは事実であろう。
　この映画を 80 年後の今になって見てみると、ファンクの描き出す日本像は
このような時代と社会の刻印を受けていることは明瞭に見てとれるが、直接に
この映画製作に携わった同時代の伊丹万作はどう受けとめたのだろうか。次稿
図 6　火傷した輝男の足を気遣う光子
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では、ファンク版と伊丹版を比較しながら、二人の映画観・芸術観の違い，そ
してそれ以上に、「異文化の自国への紹介」と「自文化の異国への紹介」とい
う立場の違いがどのように映画に表れているかを検討したい。
